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本セミナーのtake-home message

• 教員として：「世間はデータ（をいじれる）サイ
エンティストを生物学/創薬分野にて求めてい

る」ということを情報系のキャリアプランの一
つとして示したい。

• 研究者として：私どもがやろうとしていること
に加わってくれる学生アルバイトの方を自然
な流れとして募集したい。
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2017.09.12 セミナー＠ETH Zurich

スマート型診断デバイス作りが、IBMチューリッヒで最もアツい。



私が本気で予想していること

• 20年後：（今で言う）文系出身の
リベラルアーツを習熟したリーダーが、
情報科学を武器にして実験科学者を
従えて、安価・迅速に創薬を行う時代。

• 創薬は医学者や薬学者だけが行うもの
ではなくなる。
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誰でも創薬



先駆け的にやりたいこと

5

+

市販品
約34万種

市販品
約17万種

578億種
の可能性

誰でも創薬

構造A 構造B 構造A-B
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＝

MOLファイル形式とは？
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